
スクリーニング計画
要因計画
応答曲面計画
混合計画
タグチ計画

実験計画（Design of experiments）

注文品の配送準備に要する時間を短縮できる可能性
のある2つの因子（注文処理システムと梱包工程）につ
いて実験計画法により実験して効果を確認する

Minitabに搭載の機能



有意（α0.0５より小さいので）
• 注文処理システム（注文処理システ

ム）と梱包工程（梱包）の主効果
• 注文処理システムと梱包工程（注文処

理システム*梱包）の交互作用効果

㉘ウィンドウ→時間の効果プロット

㉙ウィンドウ→時間の効果パレート図

㉗セッションウィンドウ出力結果

多重回帰式

■は有意

2.306を超えている
ので有意

効果が0であるという帰無仮説を検定するt統計量



分散分析$%繰'返)*+,二元配置

概要 3 4 合計
上限側

標本数 = = >
合計 ?=@AB ?C@?D D?@E=
平均 C?@?C>>E C=@DA>>E C?@CAC>E
分散 H@AHI>== H@HH=A== H@CDIBEE

下限側

標本数 = = >
合計 =I@CB AE >>@CB
平均 C=@HB I CC@HAB
分散 H@E>BE H@DH>E B@B?IEC

合計

標本数 > >
合計 DA@? >D@?D
平均 C=@E==== CC@?C===
分散 H@IBH?>E E@=CAIDE

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散 観測TUV分散比 XY値 [%境界値
注文処理bcde AD@E>D C AD@E>DH >?@?> ?@A>fYHB B@=CD
梱包 C>@C?E C C>@C?EA =>@CD H@HHH=CD B@=CD
交互作用 D@IEI C D@IEDE AH@CA H@HHAH?A B@=CD
繰'返)誤差 =@BEC D H@??>=

合計 BE@?>? CC

注文処理%&'( ) *
新規 -./01 -2/3-
新規 -./4. -2/03

新規 -2/35 -2/35
現行 -1/81 5/41
現行 -1/80 0/50
現行 -./94 5/.-

梱包

Minitab 実行結果 Excel 実行結果



概要

回帰統計
重相関*+ ,-./0121
重決定*+5 ,-.260/7
補正*+5 ,-.:17/7
標準誤差 ,-//0,/.
観測数 :5

分散分析表

自由度 変動 分散 観測KLM分散比 有意*Q
回帰 2 72-0.2.2 :6-./1/1 1,-57,0.2:: 2-70RS,7
残差 0 2-76,722 ,-11/2:6
合計 :: 76-1/116

係数 標準誤差 W* XS値 下限*.7\ 上限*.7\ 下限*.7-,\ 上限*.7-,\
切片 :5-762 ,-:.2 /7-5, 2-1,0:0RS:5 :5-:50/: :2-,:0,/ :5-:50/,. :2-,:0,760
`abc上 :-710 ,-:.2 0-,2 1-57/10RS,7 :-:,2/,. :-..2,70 :-:,2/,0. :-..2,766.
梱包f S:-:/, ,-:.2 S/-,: ,-,,,2:0,6. S:-/,165 S,-6:750 S:-/,1651 S,-6:75677
交互作用 ,-0/7 ,-:.2 1-1. ,-,,5,1:7. ,-15,56/ :-2,.651 ,-15,5677 :-2,.65117

注文処理%&'( ) *

新規 -./01 -2/3- 回帰統計
新規 -./8. -2/03
新規 -2/39 -2/39
現行 -1/<1 9/81
現行 -1/<0 0/90
現行 -./=8 9/.-

時間 新規%&'( 梱包) 交互作用
-./01 - F- F-
-./8. - F- F-
-2/39 - F- F-

-1/<1 F- F- -

-1/<0 F- F- -
-./=8 F- F- -
-2/3- - - -
-2/03 - - -
-2/39 - - -

9/81 F- - F-
0/90 F- - F-
9/.- F- - F-

梱包

新規： １
現行：－１
梱包A:  － 1
梱包B: １

交互作用
1×１＝１
-１×（-1）＝１
1×（-1）＝-1
-1×１＝-1

Minitab 実行結果 Excel 実行結果



𝑀𝐸
この領域が正規分布内
この領域外は有意ありとなる

2.306を超えている
ので有意

片側検定α

自由度 0.05

1 12.70620474

2 4.30265273

3 3.182446305

4 2.776445105

5 2.570581836

6 2.446911851

7 2.364624252

8 2.306004135

9 2.262157163

10 2.228138852

11 2.20098516

12 2.17881283

分散分析表
変動要因 変動 自由度 分散 観測./0分散比 23値 56境界値

注文処理=>?@ ABCDEB F ABCDEBG EHCHID HCAEJ3GI ICKFB
梱包 FECFHD F FECFHDA KECFDN GCGGGKFB ICKFB
交互作用 BCNDN F BCNDBD AGCFFD GCGGAGHA ICKFB
繰T返V誤差 KCIDF B GCHHEK

合計 IDCHEH FF



!"#$$
!"#$$
!"#$$
%"&'(
%"&'( )*+ , -+
%"&'( %"'' '".!/ &"(&( &"(!/ '"(/
%".#(
%".#(
%".#(
("'$(
("'$(
("'$(

時間 #$%&上 梱包* 交互作用
/0123 / 4/ 4/ /150
/0160 / 4/ 4/ /150
/7158 / 4/ 4/ /150
/3193 4/ 4/ / :105
/3192 4/ 4/ / :105
/01:6 4/ 4/ / :105
/715/ / / / /139
/7125 / / / /139
/7158 / / / /139
8163 4/ / 4/ 47192
2182 4/ / 4/ 47192
810/ 4/ / 4/ 47192

𝑀𝐸 = 𝑡×𝑃𝑆𝐸
効果

効果の絶対値並び替え

中央値 中央値×1.5×2.5

中央値×1.5

時間＝1.548×注文処理システム新規－1.160×梱包A+0.865×注文処理システム新規・梱包A相互作
用

効果計算時に
切片は無視

*

＊実行結果ではPSE=2.306なので
ME＝5.32

片側検定α

自由度 0.05

1 12.70620474

2 4.30265273

3 3.182446305

4 2.776445105

5 2.570581836

6 2.446911851

7 2.364624252

8 2.306004135

9 2.262157163

10 2.228138852

11 2.20098516

12 2.17881283

訂正



時間 #$%&上 梱包* 交互作用
/0123 / 4/ 4/ /150
/0160 / 4/ 4/ /150
/7158 / 4/ 4/ /150
/3193 4/ 4/ / :105
/3192 4/ 4/ / :105
/01:6 4/ 4/ / :105
/715/ / / / /139
/7125 / / / /139
/7158 / / / /139
8163 4/ / 4/ 47192
2182 4/ / 4/ 47192
810/ 4/ / 4/ 47192

!"#$$
!"#$$
!"#$$
%"&'(
%"&'( )*+ , -+
%"&'( %"'' '".!/ &"(&( &"%$0 '"!/
%".#(
%".#(
%".#(
("'$(
("'$(
("'$(

𝑀𝐸 = 𝑡×𝑃𝑆𝐸
効果

効果の絶対値並び替え

中央値 中央値×1.5×2.5

中央値×1.5 片側検定α

自由度 0.05

1 12.70620473

2 4.30265273

3 3.182446305

4 2.776445105

5 2.570581835

6 2.446911846

7 2.364624251

8 2.306004133

9 2.262157158

10 2.228138842

11 2.200985159

12 2.178812827

13 2.160368652

時間＝1.548×注文処理システム新規－1.160×梱包A+0.865×注文処理システム新規・梱包A相互作
用

効果計算時に
切片は無視

*

＊実行結果ではPSE=2.306なので
ME＝5.02



分散分析$%繰'返)*+,二元配置

概要 3 4 合計
上限側

標本数 = = >
合計 ?=@AB ?C@?D D?@E=
平均 C?@?A C=@D= C?@CA
分散 H@AHI> H@HH=A H@CDI>

下限側

標本数 = = >
合計 =I@CB AE >>@CB
平均 C=@HB I CC@HAB
分散 H@E>BE H@DH>E B@B?IEC

合計

標本数 > >
合計 DA@? >D@?D
平均 C=@E= CC@?C
分散 H@IBH?>E E@=CAIDE

分散分析$%繰'返)*+,二元配置

概要 3 4 合計
上限側

標本数 = = >
合計 ?=@AB ?C@?D D?@E=
平均 C?@?A C=@D= C?@CA
分散 H@AHI> H@HH=A H@CDI>

下限側

標本数 = = >
合計 =I@CB AE >>@CB
平均 C=@HB I CC@HAB
分散 H@E>BE H@DH>E B@B?IEC

合計

標本数 > >
合計 DA@? >D@?D
平均 C=@E= CC@?C
分散 H@IBH?>E E@=CAIDE


